
二
五

古
代
難
波
津
の
位
置
を
め
ぐ
る
研
究
史
⑴
（
西
本
）

古
代
難
波
津
の
位
置
を
め
ぐ
る
研
究
史
⑴

西　

本　

昌　

弘

は
じ
め
に

　

古
代
の
難
波
津
は
大
和
政
権
の
外
港
と
し
て
、
遣
外
使
節
の
出
発
港
と
な
り
、
外
国
使
節
の
到
着
港
と
な
る
な
ど
、
重
要
な
機
能
を
担

っ
た
。
こ
の
難
波
津
の
位
置
を
探
る
こ
と
は
、
日
本
古
代
史
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
阪
地
域
史
の
懸
案
で
も
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
こ
の
た
め
、
古
く
か
ら
幾
多
の
先
人
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
過
去
の
議
論
に
は
い
ま
や
乗
り
越
え

ら
れ
た
も
の
も
多
い
が
、
な
か
に
は
現
在
で
も
通
用
す
る
貴
重
な
指
摘
を
含
む
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　

難
波
津
が
淀
川
下
流
の
難
波
地
域
に
存
在
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
の
具
体
的
な
位
置
を
め
ぐ
っ
て
は
、
主
と
し
て
北
浜
に
近
い

高
麗
橋
に
求
め
る
説
と
、
難な
ん

波ば

に
近
い
三
津
寺
町
に
求
め
る
説
と
が
対
立
し
て
お
り
、
近
年
で
は
高
麗
橋
説
の
方
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
最
近
の
研
究
で
は
考
古
学
的
な
遺
構
・
遺
物
の
検
討
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お
り
、
過
去
の
研
究
史
に
関
す
る
追
跡
が
必
ず

し
も
十
分
で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
長
年
に
わ
た
る
研
究
蓄
積
を
見
過
ご
し
て
し
ま
う
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
戦
後
期
に
い
た
る
時
期
を
対
象
に
、
古
代
の
難
波
津
の
位
置
を
め
ぐ
る
研
究
の
歴
史
を
振
り

返
っ
て
み
た
い
。
難
波
津
に
深
く
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
難
波
に
お
け
る
外
交
・
内
政
の
拠
点
た
る
難
波
大
郡
・
小
郡
や
、
外
国
使
節
の
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三
津
乃
浜
　
同
浦　

難
波
津
・
敷
津
・
高
津
、
是
を
三
津
と
云
と
也
。
又
仁
徳
天
皇
の
宮
作
り
住
せ
給
ふ
地
な
る
故
、
御
津
と
も
書
と

い
へ
り
。

③
岡
田
溪
志
『
摂
陽
群
談
』（
元
禄
一
四
年
〔
一
七
〇
一
〕）

　

難
波
津　

東
生
郡
東
高
津
・
小
橋
等
は
、
仁
徳
帝
都
た
る
を
以
て
、
東
生
に
属
す
。
…
…
今
の
難
波
津
は
、
惣
て
大
坂
の
市
中
を
云
へ

り
。

　

高
津　

東
生
郡
東
高
津
・
西
成
郡
西
高
津
の
両
邑
に
属
す
。
難
波
津
の
一
名
也
。

　

御
津　

右
に
同
じ
。
仁
徳
帝
都
を
祝
し
て
、
御
津
と
称
す
。
一
説
、
難
波
津
・
高
津
・
敷
津
の
三
を
以
て
、
三
津
と
号
る
の
俗
語
あ
り
。

　

難
波
館　

東
生
郡
に
属
す
。
…
…
難
波
の
大
郡
は
、
当
国
今
の
東
生
郡
を
云
。

　

八
幡
社　

同
所
三
津
寺
町
に
あ
り
。
…
…
三
津
八
幡
と
号
す
。

　

三
津
寺　

…
…
西
成
郡
大
坂
の
市
中
三
津
寺
町
に
あ
り
。
…
…
亦
難
波
の
地
名
を
以
つ
て
、
三
津
寺
と
云
ふ
と
も
云
へ
り
。

④
関
祖
衡
・
並
川
誠
所
『
摂
津
志
』（
享
保
二
〇
・
二
一
年
〔
一
七
三
五
・
三
六
〕）

　

郡
家　

已
廃
、
存
国
分
村
。

　

三
韓
館　

在
安
国
寺
坂
上
（
以
上
、
摂
津
国
之
三
、
東
生
郡
）。

　

難
波　

海
浜
数
郡
惣
号
、
今
専
称
本
郡
。
曰
海
、
曰
潟
、
曰
浦
、
曰
津
、
曰
崎
、
曰
浜
、
曰
江
、
曰
松
原
、
是
也
。

　

三
津
神
祠　

在
島
内
三
津
寺
町
、
今
称
八
幡
。
天
平
勝
宝
五
年
九
月
、
摂
津
国
御
津
村
、
潮
水
暴
溢
、
壊
損
廬
舎
百
余
、
即
此
。

　

三
津
寺　

在
難
波
村
管
内
大
坂
三
津
寺
町
、
一
名
大
伴
。

迎
接
施
設
で
あ
る
難
波
館
な
ど
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
位
置
に
関
す
る
研
究
史
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

一　

江
戸
時
代
の
研
究

　

ま
ず
最
初
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
古
代
難
波
津
の
位
置
に
関
す
る
研
究
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

①
一
無
軒
道
治
『
蘆
分
船
』（
延
宝
三
年
〔
一
六
七
五
〕）

　

難
波
京　

…
…
三
の
浦
と
い
ふ
こ
と
、
蘆
津
、
汐
津
、
難
波
津
と
い
ふ
人
も
あ
り
。
又
御
津
と
も
い
へ
と
も
、
此
説
い
つ
れ
か
、
是
な

る
こ
と
を
知
ら
す
。
予
お
も
ふ
に
、
御
津
と
は
、
仁
徳
の
皇
居
の
津
な
れ
ハ
、
御
の
字
を
そ
へ
た
る
か
。
敷
津
、
高
津
、
難
波
津
と
い
ふ
。

是
等
に
随
べ
き
か
。

　

堀
江　

…
…
今
の
木
津
村
と
云
所
也
。

　

大
江
岸　

…
…
今
の
真
清
水
よ
り
、
御
城
の
前
あ
た
り
を
、
惣
名
と
せ
る
な
る
へ
し
。
昔
日
、
斎
宮
…
…
帰
京
の
と
き
は
、
か
な
ら
ず
、

さ
だ
ま
り
て
、
立
田
越
を
経
て
、
大
江
の
岸
を
、
と
ま
り
と
す
。

　

観
音
堂
白
髪
町
大
福
院　

　
　
　
　
　
　

…
…
寛
永
年
中
の
建
立
也
。
…
…
ひ
が
し
に
、
三
津
の
八
幡
、
西
に
住
吉
大
明
神
、
い
に
し
へ
よ
り
、
鎮
座
し

給
ひ
て
、
擁
護
の
梢
盛
也
。

　

三
津
寺
八
幡
并
観
音
堂　

　
　
　
　
　
　

…
…
三
津
寺
ハ
、
是
行
基
菩
薩
の
止
住
の
所
也
。
…
…
三
津
の
浦
、
浜
、
松
原
、
泊
な
ん
ど
ゝ
つ
ゝ
け
侍
る
も
、

皆
此
あ
た
り
也
。

②
菊
本
賀
保
『
日
本
国
花
万
葉
記
』
二
（
元
禄
一
〇
年
〔
一
六
九
七
〕）
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三
津
八
幡
宮　
（
島
内
木
綿
橋
筋
に
あ
り
。
…
…
）

　

三
津
寺　
（
三
津
寺
筋
に
あ
り
。
古
義
真
言
宗
大
福
院
と
号
す
）
本
尊
十
一
面
観
世
音
（
行
基
の
作
、
長
五
尺
八
寸
。
寺
説
に
云
ふ
、

行
基
菩
薩
開
基
し
た
ま
ふ
な
り
と
ぞ
。
…
…
ま
た
あ
る
が
云
ふ
。
三
津
八
幡
の
神
宮
寺
と
い
ふ
説
あ
り
）

　

敷
津
浦　
（
按
ず
る
に
今
の
江
子
島
安
治
川
口
九
条
島
を
い
ふ
な
り
。
…
…
む
か
し
は
住
吉
の
封
境
広
大
な
り
。
南
は
堺
津
、
北
は
海

老
江
・
浦
江
に
も
及
ぶ
）（
以
上
、
巻
之
四
）

⑧
本
居
宣
長
『
古
事
記
伝
』（
寛
政
一
〇
年
〔
一
七
九
八
〕）

　

難
波
の
地
形
今
も
北
は
大
坂
よ
り
南
へ
住
吉
の
あ
た
り
ま
で
、
長
く
つ
ゞ
き
た
る
岸
あ
り
て
、
…
…
古
ヘ
は
此
ノ
岸
ま
で
、
潮
来
り
、

…
…
船
著
て
難
波
津
は
岸
の
上
な
り
け
む
、
故
レ
高
津
と
は
云
な
る
べ
し
（
巻
三
五
）。

　

古
ヘ
難
波
よ
り
船
発
す
る
に
主
と
此
ノ
津
よ
り
発
、
亦
此
ノ
津
に
泊
た
り
し
事
、
万
葉
の
歌
ど
も
に
数
多
よ
め
る
が
如
し
。
か
く
て
お
の

づ
か
ら
、
難
波
の
内
の
一
ツ
の
地
ノ
名
と
な
れ
る
な
り
。
難
波
ノ
古
キ
図
に
高
津
の
西
ノ
方
海
辺
に
、
三
津
ノ
里
御
津
ノ
浜
あ
り
、
其
処
な
る

べ
し
。【
其
ノ
あ
た
り
今
も
大
坂
に
、
三
津
寺
町
と
云
処
あ
り
て
、
三
津
ノ
社
三
津
寺
も
あ
り
。
…
…
又
冠
辞
考
に
、
此
ノ
御
津
を
住
吉
の

津
と
一
ツ
の
如
く
云
れ
た
る
も
違
へ
り
。】（
巻
三
六
）

⑨
荒
木
田
久
老
『
難
波
旧
地
考
』（
寛
政
一
二
年
〔
一
八
〇
〇
〕）

　

…
…
故
お
ほ
く
の
古
図
に
就
て
考
る
に
、
…
…
（
高
津
の
）
西
に
三
津
の
江
あ
り
て
、
大
江
の
岸
よ
り
し
て
い
と
高
く
、
…
…
東
に
猪

甘
津
あ
り
て
、
猪
飼
の
岡
よ
り
西
は
高
し
。

　

安
曇
廃
寺　

大
坂
安
堂
寺
町
、
地
蔵
石
像
尚
存
。
日
本
紀
曰
、
孝
徳
天
皇
五
年
七
月
、
…
…
。
続
日
本
紀
曰
、
天
平
十
六
年
、
…
…
。

江
家
次
第
曰
、
…
…
。
按
、
昔
斎
王
難
波
御
禊
野
宮
故
蹤
、
亦
当
此
西
（
以
上
、
摂
津
国
之
四
、
西
成
郡
）。

⑤
賀
茂
真
淵
『
冠
辞
考
』
巻
一
〇
、
お
ほ
と
も
の
（
宝
暦
七
年
〔
一
七
五
七
〕）

　

御
津
は
、
紀
に
難
波
御
津
、
万
葉
に
住
吉
乃
御
津
と
い
へ
る
も
同
し
所
に
て
、
神
功
紀
に
大
津
渟
中
倉
之
長
峡
て
ふ
も
、
即
同
し
住
吉

の
津
の
事
と
見
ゆ
れ
ば
、
御
津
は
大
津
の
い
ひ
也
け
り
。

⑥
谷
川
士
清
『
日
本
書
紀
通
證
』（
宝
暦
一
二
年
〔
一
七
六
二
〕）

　

難
波
御
津　

東
生
郡
西
成
郡
並
有
此
名
（
仁
賢
六
年
条
）。

　

小
郡
西
畔
丘
前　

上
古
謂
西
郡
為
難
波
小
郡
（
敏
達
十
二
年
条
）

　

三
韓
館　

在
東
生
郡
安
国
寺
坂
上
（
舒
明
二
年
条
）

⑦
秋
里
籬
島
『
摂
津
名
所
図
会
』（
寛
政
八
〜
一
〇
年
〔
一
七
九
六
〜
九
八
〕）

　

三
韓
館　
（
同
所
〔
今
の
真
田
山
〕
の
北
一
町
ば
か
り
に
旧
跡
あ
り
。
字
を
唐
居
殿
と
い
ふ
）（
巻
之
三
）

　

御
津　
（
皇
居
の
津
な
れ
ば
御
津
と
い
ふ
。地
理
は
大
坂
よ
り
住
吉
に
到
る
。三
津
浜
・
三
津
浦
・
三
津
泊
等
の
古
詠
多
し
。ま
た
高
津
・

敷
津
・
難
波
津
を
三
津
と
い
ふ
は
俗
説
な
り
）

　

油
懸
地
蔵　
（
安
堂
寺
町
一
丁
目
の
衢
に
在
す
石
仏
な
り
。
…
…
『
摂
津
志
』
曰
く
「『
日
本
紀
』
に
見
え
た
る
安
曇
寺
の
石
像
な
り
。

背
面
に
天
平
十
一
年
安
曇
寺
の
銘
あ
り
と
な
ん
」。
今
こ
れ
を
原
ぬ
る
に
磕
滅
し
て
見
え
ず
。
今
の
安
堂
寺
町
も
安
曇
寺
の
訛
な
り
と
ぞ
）
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地
と
す
べ
き
か
、
後
人
尚
考
ふ
べ
し
。

　

以
上
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
難
波
津
に
関
わ
る
研
究
を
み
て
き
た
。
論
者
の
意
見
は
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
、
一
致
す
る
と
こ
ろ
が

少
な
い
が
、
あ
え
て
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

第
一
に
、
三
津
（
御
津
）
や
難
波
津
は
難
波
地
域
に
あ
っ
た
複
数
の
港
津
の
総
称
で
あ
る
と
み
る
説
が
多
い
。
①
『
蘆
分
船
』
や
②
『
日

本
国
花
万
葉
記
』
は
三
浦
（
三
津
）
と
は
敷
津
・
高
津
・
難
波
津
を
さ
す
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
意
見
は
、
③
『
摂
陽
群
談
』、
⑦
『
摂

津
名
所
図
会
』
に
よ
っ
て
俗
説
と
し
て
退
け
ら
れ
た
が
、
後
世
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
⑦
『
摂
津
名
所
図
会
』
は
御
津

は
大
坂
よ
り
住
吉
に
到
る
と
し
、
⑧
『
古
事
記
伝
』
は
難
波
津
は
岸
の
上
に
あ
り
、
ゆ
え
に
高
津
と
い
う
と
す
る
。
ま
た
、
⑩
『
浪
速
上

古
図
説
』
は
難
波
津
は
尼
崎
の
北
辺
よ
り
江
口
・
長
柄
・
高
津
・
敷
津
へ
か
け
て
の
船
着
の
凡
名
で
あ
る
と
し
、
⑪
『
摂
津
名
所
図
会
大

成
』
は
難
波
津
は
総
名
に
て
、
敷
津
・
高
津
・
御
津
な
ど
が
南
よ
り
北
へ
つ
づ
く
と
述
べ
て
い
る
。
難
波
津
が
難
波
地
域
の
港
津
の
総
名

で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
高
津
や
敷
津
が
含
ま
れ
る
と
い
う
言
説
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
江
戸
時
代
に
は
広
く
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解
は
必
ず
し
も
具
体
的
な
根
拠
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
③
に「
今
の
難
波
津
は
、
惣
て
大
坂
の
市
中
を
云
へ
り
」

（
⑪
も
同
様
）
と
あ
る
よ
う
な
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
難
波
津
の
字
義
を
多
分
に
引
き
ず
っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

第
二
に
、
三
津
（
御
津
）
や
難
波
津
の
具
体
的
な
位
置
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
を
総
称
と
み
る
認
識
の
影
響
も
あ
っ
て
、
特
定
の
地
点

に
限
定
し
よ
う
と
す
る
議
論
は
低
調
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
、
当
時
の
三
津
寺
町
を
三
津
の
浦
・
三
津
の
泊
と
結
び
つ
け
て
理
解
す
る
説

が
、
①
『
蘆
分
船
』
や
⑧
『
古
事
記
伝
』
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
⑧
が
難
波
古
図
を
も
参
照
し
て
い
る
点
は
注
意
を
要

す
る
。
他
方
で
、
⑩
『
浪
速
上
古
図
説
』
と
⑪
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
は
、
御
津
は
「
今
の
天
神
橋
と
天
満
橋
と
の
間
に
当
る
べ
し
」

と
述
べ
て
お
り
、
御
津
を
大
川
沿
岸
部
に
求
め
る
意
見
も
出
現
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

⑩
中
村
直
躬
『
浪
速
上
古
図
説
』（
寛
政
一
二
年
〔
一
八
〇
〇
〕）

　

難
波
津　

難
波
津
ハ
前
に
い
ふ
こ
と
く
尼
ヶ
崎
の
北
辺
よ
り
江
口
、
長
柄
、
高
津
、
敷
津
へ
か
け
て
船
着
の
凡
名
な
り
。

　

御
津　

御
津
は
堀
江
川
（
略
注
）
筋
を
東
へ
入
こ
み
て
、
今
の
天
神
橋
と
天
満
橋
と
の
間
に
当
る
へ
し
。

⑪
暁
鐘
成
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』（
安
政
年
間
〔
一
八
五
五
頃
〕）

　

御
津（
三
津
）　

凡
御
津
ハ
今
の
天
神
橋
と
天
満
と
の
間
な
る
べ
し
。
…
…
御
津
の
前
ハ
今
の
西
天
満
よ
り
西
つ
か
た
の
海
原
に
し
て
、

難
波
入
江
へ
か
け
て
の
済
に
て
、
…
…
。
後
に
渡
辺
の
大
江
の
岸
な
ど
い
ふ
も
御
津
の
船
着
に
同
じ
。

　

難
波
津　

古
ハ
大
江
岸
、
高
津
、
御
津
等
の
海
浜
な
り
。
今
は
す
べ
て
大
坂
の
市
中
を
い
へ
り
。

　

高
津　

難
波
津
ハ
總
名
に
て
敷
津
、
高
津
、
御
津
な
ど
南
よ
り
北
へ
つ
ゞ
き
し
と
知
べ
し
。
又
此
岸
を
大
江
の
岸
と
号
け
し
は
、
浪
打

際
の
広
々
た
る
を
以
て
号
け
し
な
る
べ
し
。
大
浦
、
大
渡
、
大
津
な
ど
い
へ
る
同
じ
。

　

難
波
堀
江　

今
上
町
と
天
満
と
の
間
な
る
大
川
な
り
。
今
の
南
堀
江
、
北
堀
江
と
い
へ
る
地
と
思
ひ
混
ふ
べ
か
ら
ず
。
今
時
の
堀
江
ハ

近
世
元
禄
の
こ
ろ
掘
た
る
新
川
な
り
。

　

難
波
大
郡　

小
郡　

大
郡
は
今
の
上
町
、
小
郡
は
天
満
の
郷
よ
り
長
柄
本
庄
へ
か
け
て
の
名
な
り
。
…
…
今
玉
造
に
国
分
町
と
い
へ
る

是
全
く
国
府
町
の
誤
な
る
べ
し
。
国
分
と
い
ふ
べ
き
由
縁
此
傍
辺
に
有
べ
か
ら
ず
。
然
れ
バ
此
地
は
其
始
ハ
鴻
臚
館
の
旧
趾
な
り
。
古
歌

に
詠
る
国
府
亘
も
此
近
辺
を
い
ふ
な
る
べ
し
。

　

国
府
旧
趾　

今
の
石
町
を
い
へ
り
。
国
府
町
を
誤
つ
て
石
町
と
い
ふ
と
ぞ
。
又
玉
造
国
分
町
と
い
へ
る
も
国
府
町
の
誤
り
な
り
と
云
。

　

安
曇
寺
旧
趾　

松
屋
町
す
じ
内
安
堂
寺
町
北
東
角
な
り
と
云
。
…
…
又
船
場
安
堂
寺
町
油
掛
地
蔵
の
地
を
以
て
其
古
跡
と
言
ひ
伝
ふ
る

説
も
あ
れ
ど
も
、
今
京
師
山
科
安
祥
寺
に
摂
州
渡
辺
安
曇
寺
の
鐘
と
い
へ
る
有
と
扶
桑
鐘
銘
集
に
見
へ
た
り
。
然
れ
バ
此
上
町
の
方
を
旧
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史
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御
津
八
幡
宮　

島
之
内
御
津
八
幡
宮
（
以
前
は
三
津
と
書
す
。
近
年
御
津
と
改
ら
る
。
三
津
は
三
津
の
浜
に
古
へ
鎮
座
な
る
を
以
て
な

り
）。
…
…
一
説
に
、
当
社
は
三
津
寺
の
鎮
守
の
神
と
も
云
ひ
、
又
は
三
津
寺
は
当
社
の
神
宮
寺
な
り
と
云
ひ
定
か
な
ら
ね
共
、
古
図
に

は
八
幡
宮
は
あ
れ
共
、
三
津
寺
の
な
き
を
以
て
考
ふ
れ
ば
、
三
津
寺
は
神
宮
寺
と
い
へ
る
は
実
な
ら
ん
か
と
、
余
は
思
へ
り
。

⑬
吉
田
東
伍
『
増
補
大
日
本
地
名
辞
書
』
第
二
巻
（
冨
山
房
、
一
九
〇
〇
年
）

　

難
波
津　

古
は
難
波
大
津
と
称
す
。
今
東
成
西
成
二
郡
の
地
に
わ
た
り
、
墨
江
の
津
大
伴
の
津
（
御
津
と
云
）
の
両
処
あ
り
。

　

東
成
郡　

古
へ
東
生
郡
に
作
る
。
難
波
津
の
東
南
部
な
り
。
初
め
難
波
大
宮
此
に
在
り
け
る
を
以
て
難
波
大
郡
と
称
し
た
り
。

　

難
波
大
郡
館
址　

蕃
客
を
置
か
れ
た
る
亭
館
な
り
、
難
波
館
又
津
館
と
云
ふ
に
同
じ
。
…
…
摂
津
志
、
書
紀
通
証
等
に
難
波
館
は
安
国

寺
坂
上
に
在
り
と
云
。
…
…
安
国
寺
坂
上
と
云
ふ
者
之
を
指
す
に
似
た
り
。
今
大
阪
市
上
町
南
区
東
区
の
交
界
の
辺
な
る
べ
し
。

　

渡
辺　

又
渡
部
に
作
る
。
難
波
江
の
渡
口
の
地
を
云
ふ
。
…
…
堀
江
の
渡
の
辺
な
る
故
に
渡
辺
と
云
し
な
り
。
橋
の
あ
り
し
時
も
あ
り

渡
辺
橋
と
云
り
き
。
其
橋
は
今
の
天
神
橋
の
あ
た
り
と
ぞ
。

　

安
曇
江　

東
横
堀
の
旧
名
な
る
べ
し
。
古
へ
江
畔
に
阿
曇
寺
あ
り
。
今
堀
の
東
西
に
安
堂
寺
町
の
名
存
す
。

　

御
津　

古
へ
渡
辺
の
船
津
な
り
。
今
南
区
島
之
内
に
三
津
寺
町
の
名
存
す
。
之
に
因
て
当
時
を
推
す
に
難
波
江
は
渡
辺
（
長
溝
郷
）
よ

り
西
南
に
流
れ
、
御
津
（
雄
伴
郷
）
を
以
て
泊
処
と
為
し
た
り
。

　

三
津
寺　

…
…
此
寺
寛
永
中
の
再
興
に
て
大
福
院
と
称
す
。
又
三
津
八
幡
宮
あ
り
古
の
禊
所
址
に
や
あ
ら
ん
。

　

西
成
郡　

古
の
難
波
小
郡
な
り
。

⑭
飯
田
武
郷
『
日
本
書
紀
通
釈
』（
明
治
書
院
、
一
九
〇
二
〜
〇
九
年
）

　

第
三
に
、
③
『
摂
陽
群
談
』
が
難
波
大
郡
は
東
生
郡
を
い
う
と
し
、
⑥
『
日
本
書
紀
通
證
』
が
西
郡
（
西
成
郡
）
を
難
波
小
郡
と
な
す

と
い
う
よ
う
に
、
十
八
世
紀
に
は
す
で
に
大
郡
＝
東
生
郡
説
、
小
郡
＝
西
成
郡
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。
大
郡
が
東
生
郡
を
さ
す
と
す
る

と
、
大
郡
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
難
波
館
や
三
韓
館
が
東
生
郡
内
に
比
定
さ
れ
る
の
は
、
当
然
の
な
り
ゆ
き
と
い
え
よ
う
。
③
『
摂
陽
群

談
』
は
難
波
館
は
東
生
郡
に
属
す
と
い
い
、
④
『
摂
津
志
』
や
⑥
『
日
本
書
紀
通
證
』
は
三
韓
館
は
安
国
寺
坂
上
に
あ
り
と
し
、
⑦
『
摂

津
名
所
図
会
』
は
三
韓
館
を
真
田
山
の
北
一
町
許
り
の
字
唐
居
殿
に
あ
て
て
い
る
。
一
方
で
、
④
『
摂
津
志
』
は
東
生
郡
の
郡
家
が
国
分

村
に
あ
る
と
い
い
、
⑪
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
は
玉
造
の
国
分
町
は
国
府
町
の
誤
り
で
、
こ
の
地
は
鴻
臚
館
の
旧
趾
で
あ
る
と
し
た
。

　

第
四
に
、
安
曇
寺
の
故
地
に
つ
い
て
、
④
『
摂
津
志
』
は
こ
れ
を
大
坂
安
堂
寺
町
に
比
定
し
、
地
蔵
の
石
像
が
な
お
存
す
と
し
た
。
⑦

『
摂
津
名
所
図
会
』
は
こ
れ
を
継
承
し
て
、
安
堂
寺
町
一
丁
目
の
衢
に
在
す
石
仏
を
油
懸
地
蔵
と
称
し
、
今
の
安
堂
寺
町
は
安
曇
寺
の
訛

っ
た
も
の
と
説
い
た
。
④
⑦
の
安
堂
寺
町
＝
安
曇
寺
説
に
対
し
て
は
、
⑪
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
が
安
祥
寺
鐘
銘
に
「
摂
州
渡
辺
安
曇

寺
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
疑
問
を
呈
し
て
お
り
、「
後
人
尚
考
ふ
べ
し
」
と
し
た
が
、
安
堂
寺
町
＝
安
曇
寺
説
は
そ
の
後
も
無
批
判
に

継
承
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

二　

明
治
・
大
正
・
戦
前
期
の
研
究

　

次
に
、
明
治
以
降
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
古
代
難
波
津
の
位
置
に
関
す
る
研
究
を
み
て
ゆ
き
た
い
。

⑫
著
者
未
詳
『
浪
華
百
事
談
』（
明
治
二
八
年
〔
一
八
九
五
〕）

　

三
津
の
浜
、
三
津
の
松
原　

大
友
の
三
津
の
里
、
三
津
の
江
、
三
津
の
浦
、
三
津
の
浜
、
三
津
の
松
原
等
、
…
…
。
三
津
の
里
は
方
今

島
之
内
に
あ
た
り
、
三
津
の
浜
は
其
西
端
な
る
か
。
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史
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⑯
次
田
潤
『
万
葉
集
新
講
』（
成
美
堂
書
店
、
一
九
二
一
年
）

　

大
伴
の
御
津　
「
大
伴
の
御
津
」
は
難
波
津
で
あ
る
。
難
波
津
と
い
ふ
う
ち
に
も
、「
住
吉
の
津
」
と
「
大
伴
の
御
津
」
と
あ
つ
た
。「
大

伴
の
」
は
枕
詞
で
あ
る
。
大
伴
は
西
成
郡
雄
伴
郷
の
地
で
、
御
津
は
そ
の
内
に
あ
つ
て
、
今
日
の
大
阪
の
長
堀
・
道
頓
堀
の
あ
た
り
に
当

る
ら
し
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
（
六
三
番
歌
）。

⑰
井
上
正
雄
『
大
阪
府
全
志
』
巻
之
二
（
大
阪
府
全
志
発
行
所
、
一
九
二
二
年
）

　

油
掛
地
蔵　

油
掛
地
蔵
は
安
堂
寺
橋
通
一
丁
目
板
屋
橋
筋
明
善
寺
の
境
内
に
あ
り
。
…
…
地
蔵
は
頗
る
古
仏
に
し
て
其
の
背
に
は
「
天

平
十
一
年
安
曇
寺
安
置
」
の
十
字
を
刻
せ
し
と
伝
ふ
れ
ど
も
、
今
は
磨
滅
し
て
認
め
難
し
と
い
ふ
。
書
紀
通
證
及
び
摂
津
志
は
此
の
地
を

往
古
安
曇
寺
の
あ
り
し
所
に
し
て
、
地
蔵
は
安
曇
寺
の
石
像
な
り
と
せ
り
。

　

御
津　

三
津
寺
町
は
其
の
附
近
に
亘
り
て
御
津
の
称
あ
り
。
御
津
は
難
波
に
於
け
る
往
時
の
津
頭
な
り
。
此
の
津
頭
あ
り
し
を
以
て
難

波
の
内
に
難
波
津
の
称
起
り
、
難
波
津
の
津
の
字
に
御
の
字
を
冠
し
て
其
の
津
頭
を
難
波
の
御
津
と
云
ひ
、
略
し
て
単
に
御
津
と
呼
び
、

難
波
津
の
内
に
於
け
る
津
頭
の
称
た
り
し
が
、
後
遂
に
其
の
地
名
と
な
れ
り
。
故
に
難
波
の
津
と
書
し
て
此
の
御
津
を
指
せ
る
も
の
あ
り
。

又
は
難
波
水
門
・
難
波
門
と
せ
る
も
あ
り
。
…
…
仁
徳
天
皇
紀
に
見
ゆ
る
大
津
は
此
の
御
津
な
る
べ
し
。
又
古
事
記
同
天
皇
の
段
に
見
ゆ

る
御
津
前
も
此
の
附
近
に
し
て
、
孝
徳
（
聖
武
の
誤
り
か
）
天
皇
紀
に
海
潮
溢
れ
て
盧
舎
壊
損
し
百
姓
の
漂
没
し
た
る
御
津
村
も
、
此
の

附
近
な
る
部
落
た
り
し
な
ら
ん
。

⑱
豊
田
八
十
代
『
万
葉
集
新
釈
』（
広
文
堂
書
店
、
一
九
二
五
年
）

　

御
津　

御
津
は
今
の
大
阪
市
三
津
寺
町
の
あ
た
り
な
る
べ
く
、大
伴
は
こ
の
あ
た
り
よ
り
浜
寺
あ
た
り
ま
で
の
總
称
な
り（
六
三
番
歌
）。

　

葉
済　

…
…
難
波
御
津
、
仁
賢
紀
に
見
え
、
難
波
三
津
之
浦
、
斉
明
紀
に
み
ゆ
。
古
昔
難
波
の
船
多
く
此
津
よ
り
発
せ
し
こ
と
、
万
葉

歌
に
見
え
た
り
。
又
大
伴
御
津
と
も
云
（
仁
徳
三
十
年
条
）。

　

難
波
御
津　

…
…
難
波
古
図
に
、
高
津
の
西
方
海
辺
に
、
三
津
里
三
津
浜
あ
り
と
云
り
（
仁
賢
六
年
条
）。

　

舘　

…
…
、
さ
て
浪
華
名
所
図
会
、
難
波
館
址
は
、
摂
津
国
東
生
郡
真
田
山
の
北
一
町
許
に
在
り
て
、
字
を
唐
居
殿
と
云
と
あ
り
（
継

体
六
年
条
）

　

難
波
大
郡
及
三
韓
舘　

…
…
さ
て
難
波
大
郡
は
、
東
生
郡
に
て
。･･･

三
韓
舘
は
、
…
…
古
蹟
在
安
国
寺
坂
上
、
と
摂
津
志
に
あ
り
。

摂
津
名
所
図
会
、
東
生
郡
真
田
山
の
北
一
町
ば
か

り
に
旧
跡
あ
り
。
字
を
唐
居
殿
と
云
と
そ
と
あ
り
（
舒
明
二
年
条
）。

⑮
幸
田
成
友
『
大
阪
市
史
』
第
一
（
大
阪
市
役
所
、
一
九
一
三
年
）

　

難
波
大
郡
・
難
波
小
郡　

難
波
館
と
い
ひ
、
隋
使
の
為
に
造
り
し
新
館
と
い
ひ
、
共
に
難
波
大
郡
に
あ
り
し
な
り
。
難
波
に
大
郡
小
郡

の
別
あ
り
。
…
…
和
銅
年
間
郡
名
の
文
字
を
定
む
る
に
及
び
、
大
郡
は
東
生
郡
と
な
り
、
小
郡
は
西
成
郡
と
称
せ
し
な
る
べ
し
。

　

難
波
館
の
遺
址　

難
波
館
は
後
に
改
め
て
鴻
臚
館
と
い
ひ
、
仁
明
天
皇
承
和
十
一
年
、
国
司
の
奏
請
に
よ
り
て
、
本
国
の
国
府
庁
と
な

れ
り
。
今
城
の
東
南
に
当
れ
る
北
国
分
町
○
旧
称

国
分
町
は
、
古
く
国
府
町
と
称
せ
し
と
い
へ
ば
、
或
は
国
府
即
ち
難
波
館
の
遺
址
な
る
か
。
摂

津
志
に
安
国
寺
坂
の
上
と
す
れ
ど
、
其
理
由
を
附
記
せ
ず
、
可
否
を
決
す
る
に
由
な
し
。

　

安
曇
寺　

○
摂
津
志
に
安
曇
寺
を
今
の
安
堂
寺
町
に
あ
り
と
す
る
は
、
字
音
に
泥
め
る
説
と
い
ふ
べ
し
。
尚
古
年
表
載
す
る
所
山
科
安

祥
寺
嘉
元
三
年
の
鐘
銘
に
、「
摂
州
渡
辺
安
曇
寺
供
鐘
一
口
」
云
々
と
あ
れ
ば
、
大
川
の
畔
に
あ
り
し
に
て
、
江
家
次
第
に
難
波
三
所
禊

の
一
所
安
曇
口
と
あ
る
に
よ
く
合
へ
り
。
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古
安
曇
寺
な
る
寺
が
あ
つ
た
も
の
ゝ
様
で
…
…
其
名
の
み
今
安
堂
寺
橋
通
り
と
し
て
残
つ
て
居
る
…
…

㉒
沢
瀉
久
孝
『
万
葉
集
新
釈
』
上
巻
（
星
野
書
店
、
一
九
三
一
年
）

　

大
伴
の
み
津　

難
波
の
み
津
の
事
で
、
大
伴
は
此
の
辺
の
大
名
で
あ
る
。
さ
ゝ
な
み
が
志
賀
辺
の
大
名
で
あ
る
と
同
じ
で
あ
る
。
大
阪

南
区
島
の
内
に
三
津
寺
町
の
名
が
残
つ
て
ゐ
る
。
今
の
長
堀
、
道
頓
堀
の
辺
が
三
津
の
あ
と
で
あ
ら
う
と
云
は
れ
て
ゐ
る
（
六
三
番
歌
）。

㉓
『
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』
第
五
冊
（
大
阪
府
学
務
部
、
一
九
三
一
年
）

　

御
津　

南
区
島
ノ
内
に
三
津
寺
、
三
津
寺
町
あ
り
。
併
し
此
名
あ
る
を
以
て
、
昔
の
御
津
を
直
ち
に
此
処
な
り
と
は
、
定
め
難
し
。
只

此
名
に
よ
り
て
、
当
時
を
推
せ
ば
、
難
波
江
は
、
渡
辺
（
今
の
八
軒
屋
附
近
）
よ
り
西
南
に
流
れ
、
御
津
を
以
て
泊
処
と
な
し
た
り
と
も

思
は
る
。

　

三
韓
館
址　

…
…
難
波
大
郡
は
東
生
郡
に
し
て
、
高
麗
館
と
云
ひ
三
韓
館
と
い
ふ
は
即
鴻
臚
館
な
り
。
其
所
在
は
今
の
大
阪
城
址
の
南

方
真
田
山
な
り
と
も
唐
居
殿
な
り
と
も
い
ひ
、
摂
津
志
は
安
国
寺
坂
上
に
あ
り
と
い
へ
り
、
何
れ
も
大
阪
城
址
の
南
方
真
田
山
の
附
近
を

以
て
其
の
所
在
地
と
す
れ
ど
も
正
確
に
は
其
遺
跡
を
定
め
難
し
。

㉔
天
坊
幸
彦
『
古
代
の
大
阪
』（
湯
川
弘
文
社
、
一
九
三
六
年
）

　

…
…
難
波
津
に
泊
つ
と
い
へ
ば
、
海
岸
の
凡
て
を
指
し
た
も
の
で
、
津
国
と
い
ひ
摂
津
と
い
ふ
は
、
そ
れ
か
ら
起
つ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
船
の
大
な
る
も
の
に
、
自
か
ら
な
る
其
発
着
の
場
所
に
制
限
が
出
来
る
。
か
く
し
て
著
名
に
な
つ
た
場
所
が
三
ツ
ば
か
り
あ
る
。
南

に
あ
る
も
の
は
住
吉
津
、
其
北
に
あ
る
も
の
が
御
津
、
最
も
北
に
位
し
た
の
が
渡
辺
津
で
あ
っ
た
。
…
…

⑲
豊
田
八
十
代
『
万
葉
地
理
考
』（
大
岡
山
書
店
、
一
九
三
二
年
）

　

み
つ　

摂
津
国
大
阪
市
に
在
り
。
今
の
三
津
寺
町
の
あ
た
り
な
る
べ
し
。

⑳
山
田
孝
雄
『
万
葉
集
講
義
』
巻
第
一
（
宝
文
館
、
一
九
二
八
年
）

　

御
津
乃
浜
松　

…
…
「
御
津
」
は
難
波
の
津
を
さ
す
。
こ
の
津
は
御
津
と
も
大
津
と
も
い
へ
る
地
な
る
が
「
御
津
」
と
い
ふ
由
は
も
と

大
御
船
の
泊
つ
る
津
の
義
な
り
し
が
、
固
定
せ
し
な
ら
む
。
…
…
こ
の
地
を
ば
今
大
阪
市
中
の
三
津
寺
町
と
い
ふ
地
に
名
残
を
止
め
た
り

と
い
ふ
説
あ
り
。
又
今
の
武
庫
郡
今
津
の
辺
な
り
と
い
ふ
説
あ
り
。
…
…
今
の
大
阪
の
辺
に
あ
り
き
と
い
ふ
説
信
ず
べ
し
。
さ
て
大
阪
の

三
津
寺
と
い
ふ
地
は
古
、
御
津
寺
の
あ
り
し
が
故
の
名
と
知
ら
れ
た
り
。
御
津
寺
は
古
今
集
雑
下
の
詞
書
に
「
難
波
の
み
つ
の
寺
」
と
あ

り
、
又
江
家
次
第
に
伊
勢
斎
王
帰
京
の
事
を
述
べ
た
る
条
に
は
、
…
…
難
波
三
津
浜
に
於
い
て
禊
あ
る
べ
き
由
を
載
せ
、
そ
の
禊
終
り
て

三
津
寺
に
て
諷
誦
あ
る
由
を
載
せ
た
り
。
そ
の
三
津
寺
の
海
辺
を
三
津
浜
と
い
ひ
、
そ
の
浜
に
近
く
あ
り
し
寺
を
三
津
寺
と
い
ひ
し
な
ら

む
。
さ
れ
ば
、
大
阪
の
方
に
あ
り
と
い
ふ
説
信
ず
べ
き
な
り
（
六
三
番
歌
）。

㉑
八
木
博
「
難
波
堀
江
の
研
究
」（『
好
古
趣
味
』
二
、
古
代
難
波
文
化
研
究
号
、
一
九
三
〇
年
）

　

難
波
津　

其
の
（
難
波
の
）
一
廓
に
貝
柄
町
、
船
出
町
、
高
岸
町
、
敷
津
町
、
鷗
町
、
水
崎
町
、
河
原
町
、
西
浜
等
の
多
く
港
津
海
岸

に
因
ん
だ
町
名
を
存
す
る
こ
と
。
又
昨
春
難
波
駅
新
築
地
下
工
事
中
、
地
表
下
約
二
十
尺
の
所
で
一
面
の
貝
層
に
出
会
っ
た
、
そ
の
貝
層

中
多
数
の
古
代
土
器
を
発
見
さ
れ
た
る
事
。
之
れ
等
の
資
料
に
依
て
想
像
を
逞
ふ
す
れ
ば
、
飛
鳥
、
奈
良
、
平
安
朝
に
亘
り
、
屢
々
史
乗

に
現
れ
て
来
る
、
難
波
津
又
は
難
波
江
の
故
地
は
、
今
の
難
波
附
近
で
あ
ら
う
こ
と
は
動
か
な
い
所
で
あ
ら
う
。

　

安
曇
江　

奈
良
朝
頃
此
の
東
横
堀
川
を
安
曇
江
と
呼
ん
で
居
た
も
の
た
る
こ
と
は
古
く
か
ら
言
ひ
伝
へ
ら
れ
た
所
で
、
此
の
江
畔
に
往
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堀
江
川
に
は
江
頭
ま
た
の
名
渡
辺
の
要
津
（
今
の
天
満
橋
天
神
橋
の
間
）
あ
り
、
更
に
下
れ
ば
浪
速
の
津
、
住
吉
の
津
打
続
き
、
こ
の
水

路
が
、
恰
も
淀
川
の
本
流
の
如
く
な
り
、
従
つ
て
淀
川
と
い
へ
ば
こ
の
流
れ
を
指
す
や
う
に
な
つ
た
。

㉗
奥
野
健
治
『
万
葉
摂
河
泉
志
考
』（
靖
文
社
、
一
九
四
一
年
）

　

難
波
津　

難
波
領
域
の
諸
津
の
總
称
な
れ
ど
、
通
例
難
波
三
津
を
指
せ
り
と
見
て
不
都
合
な
か
る
べ
き
な
り
。

　

三
津　

…
…
通
説
、
南
区
島
之
内
の
三
津
寺
町
に
三
津
寺
、
八
幡
町
に
御
津
八
幡
あ
り
て
、
之
等
が
三
津
の
地
名
を
伝
ふ
る
に
似
た
る

も
の
な
る
に
よ
り
、
此
地
を
充
つ
。
然
れ
ど
も
…
…
、
天
平
勝
宝
五
年
に
南
海
よ
り
暴
風
襲
い
、
御
津
の
部
落
潮
水
を
蒙
り
て
全
滅
せ
し

と
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
南
海
を
海
に
さ
ら
せ
る
位
置
に
あ
り
た
ら
む
は
想
像
し
得
べ
く
…
…
、
恐
ら
く
淀
川
よ
り
押
流
さ
れ
し
土
砂
の
堆

積
に
よ
り
生
じ
た
る
出
鼻
（
三
津
埼
）
に
位
し
た
る
津
な
る
べ
く
、
此
理
由
を
以
て
今
の
地
理
に
て
推
せ
ば
三
津
寺
町
説
も
従
ひ
得
べ
き

点
あ
り
。
蓋
、
水
運
の
便
宜
上
よ
り
考
察
す
る
も
、
此
津
は
淀
川
（
堀
江
）
の
河
口
に
拠
り
、
其
南
岸
即
難
波
の
都
に
近
く
あ
る
べ
き
筈

な
れ
ば
な
り
。
猶
強
て
云
は
ば
、
今
少
し
北
に
寄
れ
る
本
町
辺
が
其
故
地
に
あ
ら（

マ

マ

）

と
思
は
る
ざ
る
か

　

以
上
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
研
究
を
列
挙
し
て
き
た
。
こ
こ
で
も
諸
説
紛
々
た
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
研
究
を

受
け
継
ぐ
側
面
に
注
目
し
な
が
ら
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　

第
一
に
、
三
津
（
御
津
）
や
難
波
津
が
難
波
地
域
の
港
津
の
総
称
で
あ
る
と
す
る
点
は
、
多
く
の
論
者
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
⑬
吉
田
東
伍
は
難
波
津
は
東
生
・
西
成
二
郡
の
地
に
わ
た
り
、
墨
江
の
津
と
大
伴
の
津
（
御
津
）
の
両
処
が
あ
る
と
す
る
。
⑯
次
田

潤
も
同
様
で
、
難
波
津
に
は
住
吉
の
津
と
大
伴
の
津
が
あ
る
と
い
う
。
㉔
天
坊
幸
彦
は
難
波
津
は
海
岸
の
凡
て
を
さ
す
が
、
著
名
な
場
所

は
住
吉
津
・
御
津
・
渡
辺
津
の
三
つ
で
あ
っ
た
と
す
る
。
㉕
大
井
重
二
郎
は
大
伴
の
御
津
と
は
難
波
津
中
最
大
の
港
津
で
、
も
っ
と
も
北

　

住
吉
津
は
墨
江
之
津
と
も
、
名
呉
門
と
も
、
住
吉
の
三
津
と
も
い
つ
た
。
…
…

　

御
津
は
御
津
門
と
も
、
御
津
浜
と
も
、
御
津
江
と
も
い
ふ
た
。
…
…

　

渡
辺
津
は
大
渡
と
も
、
大
江
と
も
、
大
津
と
も
、
難
波
門
と
も
、
窪
津
と
も
、
国
府
大
渡
と
も
い
ふ
た
。
…
…
大
伴
の
三
津
と
い
ふ
の

も
こ
ゝ
を
い
ふ
の
で
あ
つ
て
、
…
…
遣
唐
使
の
如
き
大
船
は
、
多
く
こ
ゝ
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
、
そ
の
こ
と
は
既
記
住
吉
神
代
記
に
も

遣
唐
使
の
出
発
の
地
を
長
柄
船
瀬
と
し
、
其
内
に
大
江
と
い
ふ
の
が
指
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
…
…
江
口
と
は
即
ち
大
江
の
江
頭
の
こ
と
で
、

支
那
朝
鮮
の
往
来
は
大
抵
こ
ゝ
を
発
着
点
と
し
、
住
吉
、
三
津
の
方
は
白
砂
青
松
の
浜
辺
の
美
景
と
し
て
其
名
を
知
ら
れ
る
こ
と
ゝ
な
つ

た
ら
し
い
。
…
…

　

唯
玉
造
よ
り
以
南
は
平
地
が
あ
つ
て
、
生
野
村
国
分
は
国
府
の
所
在
地
で
あ
つ
た
こ
と
を
物
語
り
、
国
分
寺
は
そ
こ
に
国
分
寺
の
名
を

残
し
た
も
の
と
見
て
然
る
べ
く
、
…
…
其
附
近
に
は
外
客
を
迎
へ
る
館
舎
が
あ
つ
て
、
玉
造
東
雲
町
二
丁
目
の
唐
塚
が
三
韓
館
の
阯
だ
と

い
ひ
、
中
道
唐
居
町
は
難
波
館
の
阯
だ
と
伝
へ
て
ゐ
る
。

㉕
大
井
重
二
郎
『
万
葉
集
摂
河
泉
歌
枕
考
』（
立
命
館
出
版
部
、
一
九
三
九
年
）

　

大
伴
の
御
津　

御
津
の
ミ
は
敬
称
の
接
頭
語
と
見
る
べ
く
三
津
を
意
味
し
な
い
。遣
唐
使
或
は
貢
朝
使
等
の
官
船
を
送
迎
す
る
港
津
で
、

難
波
津
中
最
大
の
渡
辺
津
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
…
…
官
船
出
入
に
用
ひ
た
御
津
は
最
も
北
部
の
地
域
に
当
つ
て
ゐ
た
も

の
と
思
は
れ
、
最
南
部
の
住
吉
の
御
津
が
同
じ
く
官
用
船
の
出
入
せ
る
に
相
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。

㉖
久
保
田
辰
彦
『
大
阪
郷
土
史
』（
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
一
九
四
〇
年
）

　
（
平
安
時
代
に
）
三
分
さ
れ
た
淀
川
の
水
路
は
、
本
流
た
る
中
央
の
中
津
川
が
最
も
寂
れ
、
堀
江
川
、
三
国
川
の
方
が
繁
盛
で
あ
つ
た
。
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第
三
に
、
難
波
大
郡
・
難
波
小
郡
を
東
生
郡
・
西
成
郡
に
あ
て
る
説
は
、
⑬
吉
田
東
伍
、
⑭
飯
田
武
郷
、
⑮
幸
田
成
友
な
ど
に
継
承
さ

れ
て
お
り
、
明
治
期
以
降
も
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
⑬
吉
田
東
伍
は
難
波
大
郡
館
址
を
難
波
館
・
津
館
と
も
い
う
と
し
、

難
波
館
は
安
国
寺
坂
上
に
あ
り
と
す
る『
摂
津
志
』説
を
祖
述
し
て
い
る
。
⑭
飯
田
武
郷
は
難
波
大
郡
お
よ
び
三
韓
館
の
場
所
に
つ
い
て
、

安
国
寺
坂
上
に
あ
り
と
す
る
『
摂
津
志
』
の
説
と
、
真
田
山
の
北
一
丁
許
り
の
字
唐
居
殿
と
す
る
『
摂
津
名
所
図
会
』
の
説
を
引
い
て
注

釈
し
て
い
る
。
㉓
『
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
一
方
で
、
⑮
幸
田
成
友
は
国
分
町
を
国
府
す
な
わ
ち
難
波

館
の
遺
址
な
る
か
と
し
て
お
り
、
⑪
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
遡
る
国
分
町
国
府
説
も
健
在
で
あ
っ
た
。

　

第
四
に
、
安
曇
寺
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
⑬
吉
田
東
伍
が
安
堂
寺
町
説
を
祖
述
し
た
上
で
、
安
曇
江
は
東
横
堀
の
旧
名
で
あ
ろ
う
と
い

う
説
を
提
示
し
、
㉑
八
木
博
も
同
様
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
⑰
井
上
正
雄
も
『
摂
津
志
』
以
来
の
安
堂
寺
町
＝
安
曇
寺
説
を
そ
の
ま
ま

紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⑮
幸
田
成
友
は
安
堂
寺
町
説
を
「
字
音
に
泥
め
る
説
」
と
し
て
批
判
し
、
安
祥
寺
鐘
銘
に
「
摂
州
渡

辺
安
曇
寺
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
曇
寺
は
大
川
の
河
畔
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
は
『
江
家
次
第
』
に
み
え
る
難
波
三
所
禊
の
一
所
で

あ
る
安
曇
口
と
も
よ
く
符
合
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
⑪
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
が
提
示
し
た
疑
問
を
継
承
し
て
、
幸
田
成
友
は
安
曇
寺

＝
安
堂
寺
町
説
を
明
確
に
否
定
し
た
の
で
あ
る
。

三　

昭
和
戦
後
期
の
研
究

　

こ
こ
で
は
昭
和
戦
後
期
の
研
究
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
ま
で
の
研
究
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
こ
の
時
期
の
難
波
津
の
位
置
に
関
す
る
研

究
は
、主
と
し
て
天
坊
幸
彦
・
北
島
葭
江
・
瀧
川
政
次
郎
・
田
中
卓
・
山
根
徳
太
郎
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
が
、と
く
に
瀧
川
が
天
坊
・

北
島
・
田
中
・
山
根
ら
と
論
争
を
繰
り
広
げ
な
が
ら
、
そ
の
論
点
を
深
め
て
ゆ
く
と
い
う
過
程
を
た
ど
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ

の
論
争
を
再
検
証
す
る
形
で
、
研
究
史
を
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

部
に
あ
る
渡
辺
津
を
さ
し
、
最
南
部
に
住
吉
の
御
津
が
あ
る
と
す
る
。
㉖
久
保
田
辰
彦
は
平
安
時
代
の
淀
川
河
口
部
の
港
津
に
つ
い
て
、

北
か
ら
渡
辺
の
津
・
浪
速
の
津
・
住
吉
の
津
が
存
在
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
難
波
津
（
御
津
・
三
津
）
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
三
津
寺
町
説
を
と
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
⑫
『
浪
華
百
事
談
』
は
御

津
八
幡
宮
は
三
津
浜
に
鎮
座
す
る
と
い
い
、
⑬
吉
田
東
伍
は
難
波
江
は
渡
辺
（
長
溝
郷
）
よ
り
西
南
に
流
れ
、
御
津
＝
三
津
寺
町
（
雄
伴

郷
）を
も
っ
て
泊
処
と
し
た
と
し
、
⑰
井
上
正
雄
は
三
津
寺
町
の
付
近
＝
御
津
は
難
波
に
お
け
る
往
時
の
津
頭
で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、

⑱
⑲
豊
田
八
十
代
は
御
津
は
今
の
三
津
寺
町
の
辺
り
な
る
べ
し
と
し
、
⑳
山
田
孝
雄
は
御
津
（
難
波
の
津
）
は
三
津
寺
町
説
を
信
ず
べ
き

な
り
と
し
、
㉑
八
木
博
は
今
の
難
波
の
一
郭
に
港
津
・
海
岸
に
因
ん
だ
町
名
を
多
く
存
す
る
こ
と
と
、
難
波
駅
新
築
工
事
で
地
下
約
二
〇

尺
の
と
こ
ろ
か
ら
貝
層
と
古
代
土
器
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
難
波
津
は
今
の
難
波
付
近
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
と
論
じ
た
。
さ
ら

に
、
㉒
沢
瀉
久
孝
は
大
伴
の
み
津
は
難
波
の
み
津
の
こ
と
で
、
今
の
三
津
寺
町
の
辺
り
が
三
津
の
跡
で
あ
ろ
う
と
し
、
㉗
奥
野
健
治
は
難

波
津
は
難
波
領
域
の
諸
津
の
総
称
な
れ
ど
、
通
例
難
波
御
津
を
さ
す
と
み
て
不
都
合
な
い
と
し
た
上
で
、
そ
の
三
津
は
通
説
の
三
津
寺
町

（
三
津
寺
・
御
津
八
幡
）
説
に
従
う
べ
き
で
あ
る
が
、
し
い
て
い
え
ば
今
少
し
北
の
本
町
辺
り
が
そ
の
故
地
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
㉓
『
大
阪
府
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
』
は
三
津
寺
・
三
津
寺
町
の
名
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
た
だ
ち
に
御
津
を
こ
こ
と
は

定
め
が
た
い
と
い
う
。
ま
た
、
難
波
津
を
大
川
に
沿
う
渡
辺
に
想
定
す
る
意
見
も
存
在
し
た
。
㉔
天
坊
幸
彦
は
渡
辺
津
は
大
江
と
も
大
津

と
も
大
伴
の
三
津
と
も
い
い
、
遣
唐
使
の
よ
う
な
大
船
は
多
く
こ
こ
か
ら
出
発
し
、
住
吉
津
や
御
津
は
白
砂
青
松
の
近
辺
の
美
景
と
し
て

知
ら
れ
た
と
述
べ
て
お
り
、
㉕
大
井
重
二
郎
も
大
伴
の
御
津
は
遣
唐
使
な
ど
の
官
船
を
送
迎
す
る
港
津
で
、
難
波
津
中
最
大
の
渡
辺
津
に

相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
御
津
を
大
川
沿
岸
に
求
め
る
意
見
は
、
江
戸
時
代
に
も
⑩
『
浪
速
上
古
図
説
』
や
⑪
『
摂
津

名
所
図
会
大
成
』
が
唱
え
て
い
た
が
、
一
九
三
〇
年
代
に
な
る
と
、
難
波
津
（
大
伴
の
三
津
）
を
大
川
沿
い
の
渡
辺
地
域
に
比
定
す
る
見

解
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
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あ
っ
た
が
、
こ
の
神
社
が
の
ち
の
三
津
八
幡
で
あ
る
か
ど
う
か
明
ら
か
で
な
い
。『
江
家
次
第
』の
斎
宮
三
所
祓（
三
津
浜
下
方
・
三
津
浜
・

安
曇
口
）
は
順
次
南
よ
り
北
に
進
ん
で
行
わ
れ
た
が
、
三
津
寺
の
僧
が
諷
誦
を
勤
め
て
い
る
。
そ
の
三
津
寺
が
今
に
三
津
寺
町
と
し
て
そ

の
名
を
残
し
て
い
る
（
一
〇
三
〜
一
〇
六
頁
）。
以
上
の
天
坊
説
は
安
曇
江
を
東
横
堀
に
あ
て
る
⑬
吉
田
東
伍
説
を
継
承
し
た
上
で
、
堀

江
を
長
堀
に
比
定
す
る
見
方
を
打
ち
出
し
、
こ
の
堀
江
を
は
さ
ん
で
北
に
新
羅
江
庄
（
や
御
津
・
安
曇
寺
・
堀
江
寺
）、
南
に
長
溝
郷
・

三
津
寺
・
三
津
下
方
を
配
置
す
る
想
定
案
を
示
し
て
い
る
（
一
〇
三
頁
の
想
像
仮
定
地
図
を
参
照
）。
し
か
し
、『
行
基
年
譜
』
の
大
福
院

（
御
津
院
）
を
堀
江
寺
に
あ
て
な
が
ら
、
堀
江
寺
（
御
津
院
）
と
は
別
の
場
所
に
三
津
寺
を
想
定
す
る
の
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
行

基
年
譜
』
は
大
福
院
（
御
津
院
）
を
西
成
郡
御
津
村
に
あ
り
と
す
る
の
で
、
三
津
寺
を
長
溝
郷
に
配
置
す
る
天
坊
説
も
疑
問
で
あ
る
。

　
　

㉙
北
島
葭
江
「
近
畿
万
葉
地
誌
（
四
）
摂
津
国
の
部
（
６
）」（『
史
迹
と
美
術
』
二
六
九
、
一
九
五
七
年
一
月
）

　
　

㉚
瀧
川
政
次
郎
「
明
治
十
八
年
の
淀
川
大
洪
水
と
上
代
の
難
波
」（『
史
迹
と
美
術
』
二
七
三
、
一
九
五
七
年
五
月
）

　
　

㉛
北
島
葭
江
「
近
畿
万
葉
地
誌
（
四
）
摂
津
国
の
部
（
10
）」（『
史
迹
と
美
術
』
二
七
五
、
一
九
五
七
年
八
月
）」

　
　

32
瀧
川
政
次
郎
「
奈
良
時
代
に
お
け
る
難
波
の
地
理
に
つ
い
て
」（『
史
迹
と
美
術
』
二
七
七
、
一
九
五
七
年
一
〇
月
）」

　

ま
ず
北
島
は
㉙
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
た
。
玉
造
の
南
北
は
内
外
船
舶
の
輻
輳
す
る
良
港
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
に
ま
ず
難
波

の
地
の
名
称
が
で
き
、
外
人
を
迎
え
る
鴻
臚
館
・
百
済
館
・
高
麗
館
・
難
波
館
・
津
館
が
あ
り
、
ま
た
国
府
庁
・
国
分
寺
が
建
て
ら
れ
た

（
二
三
〜
二
五
頁
）。
今
の
船
場
を
中
心
と
す
る
地
域
は
ま
っ
た
く
海
中
か
浮
洲
の
群
が
る
人
跡
未
踏
の
地
で
あ
っ
た
の
で
、
船
舶
の
集
合

碇
泊
す
る
難
波
津
ま
た
は
難
波
の
三
津
を
こ
こ
に
推
定
す
る
の
は
当
を
得
て
い
な
い
。
難
波
津
も
ま
た
玉
造
江
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
二
七
〜
二
八
頁
）。
玉
造
の
南
北
に
国
府
・
国
分
寺
や
難
波
館
を
想
定
す
る
北
島
説
は
、
⑪
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
や
⑮
幸
田
成
友
の

見
解
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　

㉘
天
坊
幸
彦
『
上
代
浪
華
の
歴
史
地
理
的
研
究
』（
大
八
洲
出
版
、
一
九
四
七
年
）

　

ま
ず
、
天
坊
は
難
波
の
範
囲
や
難
波
の
港
津
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
難
波
の
古
代
に
お
け
る
範
囲
は
、
西
は
尼
崎
付

近
よ
り
、
南
は
住
吉
付
近
に
及
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
土
地
に
沿
っ
た
海
面
は
、
す
べ
て
難
波
の
名
を
も
っ
て
呼
ん
だ
。
難
波
江
・
難
波

潟
・
難
波
浦
・
難
波
津
・
難
波
海
・
難
波
済
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
顕
著
な
港
湾
と
し
て
、
住
吉
津
・
難
波
三
津
・
渡
辺
津

が
あ
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
渡
辺
津
は
も
っ
と
も
多
く
の
船
舶
を
吐
呑
し
た
か
ら
、
大
江
と
も
大
津
と
も
い
っ
た
（
八
二
頁
）。
以
上
の
天

坊
説
は
前
述
し
た
㉔
『
古
代
の
大
阪
』
で
の
主
張
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
天
坊
は
平
安
時
代
以
前
の
摂
津
の
中
枢
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
大
和
に
都
の
あ
っ
た
時
代
に
お
け
る
摂
津
の
中
枢
は

玉
造
以
南
に
存
し
、
中
央
行
政
の
郡
家
も
、
国
華
と
し
て
の
寺
院
も
、
外
客
を
迎
え
る
難
波
館
も
、
み
な
こ
の
方
面
に
あ
っ
た（
九
一
頁
）。

当
時
に
お
け
る
摂
津
の
中
枢
は
桑
津
を
去
る
北
数
百
町
の
国
分
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
西
に
国
分
寺
が
あ
り
、
北
に
は
四
天
王
寺
の
七
堂

伽
藍
が
厳
か
に
立
ち
、
外
客
滞
留
の
三
韓
館
す
な
わ
ち
百
済
客
館
・
新
羅
館
・
高
麗
館
が
あ
っ
た
。
三
韓
館
は
難
波
館
と
も
ま
た
津
館
と

も
い
わ
れ
た
（
八
九
頁
）。
以
上
の
天
坊
説
は
摂
津
国
の
中
枢
を
玉
造
南
方
の
国
分
町
に
求
め
、
こ
の
付
近
に
郡
家
・
国
分
寺
・
難
波
館

な
ど
が
存
在
し
た
と
み
な
す
も
の
で
、
そ
の
淵
源
は
④
『
摂
津
志
』
や
⑪
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
に
遡
り
、
⑮
幸
田
成
友
の
見
方
に
も

連
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
天
坊
は
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
三
月
一
三
日
付
け
の
東
大
寺
文
書
な
ど
に
み
え
る
新
羅
江
庄
の
四
至
「
東
安
曇
江
、
南
堀

江
」
を
検
討
し
た
上
で
、
安
曇
江
や
三
津
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
考
証
し
て
い
る
。『
行
基
年
譜
』
天
平
一
六
年
条
の
大
福
院
（
御
津
院
）

は
、
延
喜
民
部
式
に
み
え
る
摂
津
国
堀
江
寺
の
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
う
す
る
と
、
堀
江
は
今
の
長
堀
に
相
当
し
、
安
曇
江
は
今
の

東
横
堀
と
し
て
残
っ
た
こ
と
に
な
る
。
新
羅
江
一
帯
の
沿
岸
は
御
津
の
名
を
も
っ
て
呼
び
、
ま
た
三
津
と
も
書
い
た
。
三
津
に
は
神
社
が
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十
六
巻
第
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四
五

古
代
難
波
津
の
位
置
を
め
ぐ
る
研
究
史
⑴
（
西
本
）

諷
誦
」
の
三
津
寺
は
三
津
寺
町
に
あ
る
三
津
寺
大
福
院
の
前
身
で
あ
る
。
こ
の
三
津
寺
が
石
町
付
近
の
大
江
の
岸
に
あ
っ
た
な
ど
と
は
到

底
考
え
ら
れ
な
い
（
三
三
九
〜
三
四
〇
頁
）。

　

以
上
に
掲
げ
た
北
島
・
瀧
川
論
争
は
、
七
・
八
世
紀
に
お
け
る
難
波
津
を
玉
造
方
面
も
し
く
は
大
川
沿
岸
に
求
め
る
北
島
と
、
島
ノ
内

付
近
に
求
め
る
瀧
川
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
論
戦
で
あ
っ
た
。
船
場
・
島
ノ
内
は
人
の
住
ま
な
い
海
中
か
浮
洲
の
地
で
あ
っ
た
と
す
る
北

島
に
対
し
て
、
瀧
川
は
天
平
勝
宝
五
年
の
御
津
村
の
記
事
を
あ
げ
、
ま
た
昭
和
初
期
に
お
け
る
難
波
駅
や
地
下
鉄
の
工
事
に
伴
う
出
土
品

を
あ
げ
て
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
津
寺
や
御
津
八
幡
宮
は
近
世
初
頭
に
大
江
の
岸
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
て
き
た
と
す
る
北
島
に
対

し
て
、
瀧
川
は
そ
の
こ
と
を
証
す
る
明
確
な
史
料
は
存
在
し
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。
難
波
津
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
現
在

も
渡
辺
（
高
麗
橋
）
付
近
説
と
三
津
寺
町
付
近
説
と
が
対
立
し
て
い
る
が
、
北
島
・
瀧
川
論
争
は
両
説
の
立
場
か
ら
最
初
に
正
面
か
ら
ぶ

つ
か
っ
た
論
争
と
し
て
記
憶
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
に
瀧
川
が
天
平
勝
宝
五
年
条
の
御
津
村
の
記
事
や
『
江
家
次
第
』
の
斎
王

三
所
祓
の
記
事
を
取
り
上
げ
て
、
三
津
寺
町
説
の
根
拠
と
し
て
い
る
点
は
重
要
で
、
三
津
寺
町
と
い
う
地
名
や
三
津
寺
・
御
津
八
幡
宮
の

存
在
な
ど
も
含
め
て
、
三
津
寺
町
説
の
論
拠
の
ほ
と
ん
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
　

33
瀧
川
政
次
郎
「
難
波
の
新
羅
江
」（『
日
本
上
古
史
研
究
』
一
―
二
、
一
九
五
七
年
二
月
）

　
　

34
田
中
卓
「
難
波
の
堀
江
」（『
日
本
上
古
史
研
究
』
一
―
四
、
一
九
五
七
年
四
月
）

　
　

35 

瀧
川
政
次
郎
「
再
び
「
難
波
の
新
羅
江
」
に
つ
い
て
（
上
）（
下
）」（『
日
本
上
古
史
研
究
』
一
―
八
・
九
、
一
九
五
七
年
八
月
・

九
月
）

　

ま
ず
瀧
川
は
33
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
東
大
寺
文
書
に
み
え
る
難
波
の
新
羅
江
庄
は
、
東
限
を
安
曇
江
、
南
限
を
堀
江
と
す

る
が
、
こ
こ
の
堀
江
は
難
波
の
堀
江
で
は
な
く
、
道
頓
堀
の
掘
ら
れ
る
前
に
あ
っ
た
堀
江
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
新
羅
江
は
島
之
内

　

北
島
説
に
対
し
て
、
瀧
川
政
次
郎
は
㉚
で
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
五
年
九
月
壬
寅
条
に
「
摂
津
国
御
津
村
、

南
風
大
吹
、
潮
水
暴
溢
、
壊
損
廬
舎
一
百
十
余
区
、
漂
没
百
姓
五
百
六
十
余
人
」
と
あ
る
が
、
こ
の
御
津
村
は
明
ら
か
に
船
場
・
島
の
内

の
地
で
あ
っ
て
、
七
・
八
世
紀
の
万
葉
時
代
に
は
、
船
場
・
島
の
内
は
た
し
か
に
人
民
の
住
ん
で
い
た
陸
地
で
あ
っ
た
。
島
の
内
に
は
三

津
寺
が
あ
り
、
船
場
に
は
本
願
寺
の
津
村
別
院
が
あ
る
。
ま
た
、
島
の
内
の
西
南
に
は
港
町
が
あ
り
、
難
波
の
名
残
り
で
あ
る
ナ
ン
バ
が

あ
る
。
難
波
の
御
津
が
上
町
台
地
の
東
側
に
あ
っ
た
の
は
、
応
神
・
仁
徳
の
時
代
で
あ
っ
て
、
推
古
朝
以
後
の
難
波
の
御
津
は
上
町
台
地

の
西
側
に
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
昭
和
六
年
の
地
下
鉄
の
工
事
に
多
く
の
土
器
が
出
土
し
、
昭
和
四
年
の
難
波
駅
拡
張
工
事
の
際
に
も
、

地
下
二
〇
尺
か
ら
土
器
が
出
た
こ
と
が
証
し
て
い
る
（
一
六
八
頁
）。

　

瀧
川
の
こ
の
反
論
に
対
し
て
、
北
島
は
㉛
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
反
批
判
を
行
っ
た
。
欽
明
〜
舒
明
朝
頃
は
玉
造
江
の
も
っ
と
も
栄
え

た
時
代
で
、
そ
こ
に
国
府
も
鴻
臚
館
も
で
き
た
。
奈
良
朝
末
期
頃
は
土
砂
の
堆
積
で
玉
造
江
が
船
着
と
し
て
価
値
を
損
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
難
波
堀
江
の
川
口
に
あ
る
難
波
津
（
三
津
）
に
延
暦
二
四
年
に
国
府
が
遷
さ
れ
（
今
の
石
町
）、
高
麗
館
も
移
転
し
（
高
麗
橋
）、

こ
こ
が
繁
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。天
平
勝
宝
五
年
の
御
津
村
は
天
満
川
沿
い
の
大
江
の
岸
な
る
三
津
で
あ
る（
二
五
四
頁
）。現
在
船
場
・

島
ノ
内
に
あ
る
寺
社
は
天
正
か
ら
江
戸
期
に
入
っ
て
み
な
他
所
か
ら
移
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
三
津
寺
と
三
津
八
幡
宮
も
難
波
神
社
や

坐
摩
神
社
・
本
願
寺
別
院
と
と
も
に
大
江
・
渡
辺
付
近
の
三
津
か
ら
近
世
の
は
じ
め
に
移
座
し
た
も
の
で
、
三
津
の
名
は
大
江
の
岸
の
三

津
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
二
五
九
〜
二
六
〇
頁
）。

　

北
島
の
反
論
に
対
し
て
、
瀧
川
は
32
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
再
反
論
を
加
え
た
。
坐
摩
神
社
の
移
転
に
つ
い
て
は
明
確
な
史
料
が
あ

る
が
、
三
津
寺
や
三
津
八
幡
の
移
転
に
つ
い
て
は
何
の
史
料
も
な
い
。
三
津
寺
・
三
津
八
幡
が
大
江
の
岸
か
ら
移
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
の
は
、
北
島
が
唱
え
た
ま
っ
た
く
の
新
説
で
あ
る（
三
二
四
頁
）。『
江
家
次
第
』巻
一
二
、
斎
王
帰
京
次
第
に
み
え
る
三
所
祓
の
う
ち
、

三
津
浜
下
方
は
天
下
茶
屋
付
近
、
三
津
浜
は
難
波
駅
附
近
、
安
曇
口
は
四
ツ
橋
付
近
と
考
え
て
よ
い
。
ま
た
、
こ
こ
に
み
え
る
「
三
津
寺
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37
山
根
徳
太
郎
「
仁
徳
天
皇
高
津
宮
の
研
究
」（『
難
波
宮
址
の
研
究
』
研
究
予
察
報
告
二
、
一
九
五
八
年
）

　
　

38 

瀧
川
政
次
郎
「
難
波
に
お
け
る
斎
宮
の
祓
所
と
大
江
殿
」（『
西
田
先
生
頌
寿
記
念
日
本
古
代
史
論
叢
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇

年
）

  

ま
ず
山
根
は
36
に
お
い
て
、
安
曇
江
を
天
満
川
崎
の
東
の
あ
た
り
に
あ
て
、
東
大
寺
領
新
羅
江
庄
の
範
囲
を
大
川
の
北
岸
沿
い
、
天
満

宮
の
南
方
か
ら
東
の
川
崎
ま
で
の
地
域
と
推
定
す
る
と
と
も
に
、
安
曇
寺
＝
安
堂
寺
町
説
を
否
定
し
て
、
安
曇
寺
は
天
満
川
崎
の
前
面
、

大
川
の
屈
曲
部
の
南
方
の
台
地
上
に
所
在
し
て
い
た
と
考
え
た（
八
九
七
〜
八
九
八
頁
）。
ま
た
、
斎
王
帰
京
時
の
三
所
祓
に
関
連
し
て
、

欽
明
朝
頃
に
住
吉
神
社
が
現
在
の
社
地
に
存
在
し
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
頃
は
難
波
津
付
近
の
臨
海
の
地
に
お
い
て
祭

祀
を
執
り
行
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
難
波
津
付
近
と
い
え
ば
、
八
軒
家
背
後
の
丘
陵
こ
そ
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
る
と
論
じ
た

（
九
〇
四
〜
九
〇
五
頁
）。

　

次
に
山
根
は
37
に
お
い
て
、
東
大
寺
領
新
羅
江
庄
の
四
至
を
検
討
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
天
坊
・
瀧
川
・
田
中
ら
は
堀

江
を
今
の
大
川
と
考
え
る
こ
と
を
避
け
て
い
る
が
、
奈
良
時
代
の
堀
江
を
大
川
に
充
て
て
何
の
支
障
も
な
い
（
一
六
頁
）。
安
祥
寺
鐘
銘

に
「
摂
州
渡
辺
安
曇
寺
」
と
あ
る
の
で
、
安
曇
寺
は
天
満
橋
南
詰
あ
た
り
の
台
地
上
に
位
置
し
、
そ
の
前
方
の
水
域
が
安
曇
口
、
そ
れ
に

つ
づ
く
天
満
橋
上
流
の
屈
曲
部
、
川
崎
あ
た
り
の
水
面
が
安
曇
江
と
な
る
。
平
安
時
代
に
お
け
る
難
波
津
は
現
在
の
大
川
地
域
に
限
ら
れ

て
い
た
と
み
る
べ
く
、『
江
家
次
第
』
斎
王
帰
京
次
第
、
三
所
祓
の
三
津
浜
下
方
と
は
海
辺
に
近
い
あ
た
り
、
三
津
浜
は
難
波
津
の
近
接

地
で
八
軒
家
付
近
と
す
べ
き
で
あ
る
。
三
津
寺
な
る
名
称
は
通
称
で
、
安
曇
寺
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（
二
一
〜
二
二
頁
）。

　

以
上
の
山
根
説
に
対
し
て
、
瀧
川
は
38
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
安
祥
寺
鐘
銘
が
も
つ
証
拠
力
と
、
安

堂
寺
町
＝
安
曇
寺
転
訛
説
の
も
つ
証
拠
力
と
は
、
比
較
に
な
ら
な
い
の
で
、
私
は
か
つ
て
の
新
羅
江
＝
島
之
内
説
を
改
め
、
山
根
の
安
曇

江
＝
川
崎
の
水
面
説
に
賛
成
す
る
（
三
八
九
〜
三
九
三
頁
）。
た
だ
し
、
難
波
の
三
津
は
山
根
の
い
う
堀
江
の
三
津
に
は
限
ら
れ
ず
、
難

の
西
に
あ
っ
た
海
岸
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
島
之
内
の
西
南
角
に
は
三
津
寺
町
が
あ
り
、
三
津
寺
が
あ
る
。
ま
た
三
津
寺
の
西
南
に

は
港
町
駅
が
あ
る
。
奈
良
時
代
の
難
波
の
船
着
き
は
こ
の
三
津
寺
、
港
町
の
付
近
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
ゆ
え
に
こ
こ
に
難な
ん

波ば

の
地
名

が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
三
四
〜
三
五
頁
）。

　

こ
の
瀧
川
説
に
対
し
て
、
田
中
は
34
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
安
堂
寺
町
が
安
曇
江
に
相
当
す
る
と
い
う
通
説
に
従
え
ば
、

そ
の
西
に
当
た
る
新
羅
江
は
、
長
堀
川
の
線
よ
り
北
側
の
は
ず
な
の
で
、
新
羅
江
が
島
之
内
に
あ
る
は
ず
は
な
い
。
新
羅
江
は
西
横
堀
川

を
隔
て
た
今
の
西
区
新
町
南
通
・
西
長
堀
北
通
の
辺
り
と
み
る
の
が
妥
当
で
、
南
に
今
の
堀
江
町
が
あ
る
の
で
、
堀
江
と
は
今
の
長
堀
川

と
空
堀
を
結
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
西
長
堀
北
通
に
は
白
髪
橋
が
あ
り
、
こ
の
橋
の
付
近
は
か
つ
て
白
髪
町
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

白
髪
町
は
新
羅
江
の
転
訛
で
あ
ろ
う
（
七
三
〜
七
四
頁
）。
い
わ
ゆ
る
難
波
古
図
は
か
な
り
信
用
し
て
よ
い
と
考
え
る
（
七
六
頁
）。

　

田
中
の
反
論
に
対
し
て
、
瀧
川
は
35
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
反
批
判
を
行
っ
た
。
安
曇
江
は
安
堂
寺
橋
付
近
の
入
江
、
新
羅
江
は
難
波

駅
・
港
町
駅
・
四
ツ
橋
を
つ
な
ぐ
線
に
あ
っ
た
海
岸
で
あ
り
、
新
羅
江
庄
は
三
津
浜
の
少
し
東
、
島
之
内
の
地
に
あ
っ
た
。
田
中
は
新
羅

江
と
新
羅
江
庄
と
を
混
同
し
て
い
る
。
田
中
の
い
う
新
町
南
通
・
西
長
堀
北
通
の
辺
り
は
、
奈
良
時
代
に
は
海
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
西

横
堀
以
西
の
地
に
奈
良
時
代
の
庄
が
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
受
け
取
れ
な
い
説
で
あ
る
（
上
一
五
五
〜
一
五
六
頁
）。

　

以
上
の
瀧
川
・
田
中
論
争
は
、
新
羅
江
や
新
羅
江
庄
の
所
在
地
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
瀧
川
は
堀
江
を
道
頓
堀
掘
削
以
前
に
あ
っ
た
堀
と

み
て
、
新
羅
江
を
島
之
内
の
西
に
求
め
た
の
に
対
し
て
、
田
中
は
堀
江
を
長
堀
川
の
線
に
あ
て
、
新
羅
江
を
西
区
新
町
南
通
付
近
に
求
め

た
。
両
者
が
と
も
に
前
提
と
す
る
の
は
、
安
曇
江
を
安
堂
寺
町
に
比
定
す
る『
摂
津
志
』以
来
の
通
説
で
あ
る
が
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、

こ
の
通
説
自
体
が
疑
わ
し
い
も
の
な
の
で
、
こ
れ
を
前
提
と
す
る
議
論
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

36
山
根
徳
太
郎
「
難
波
旧
地
新
考
」（『
瀧
川
政
次
郎
還
暦
記
念
論
文
集
』
二
、
一
九
五
七
年
）
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四
九

古
代
難
波
津
の
位
置
を
め
ぐ
る
研
究
史
⑴
（
西
本
）

た
が
、
こ
う
し
た
見
方
に
は
具
体
的
な
論
拠
が
あ
る
訳
で
は
な
く
、
当
時
の
難
波
津
は
大
坂
市
中
を
さ
す
総
称
で
あ
っ
た
こ
と
に
引
き
ず

ら
れ
た
解
釈
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
明
治
期
以
降
に
は
、
住
吉
津
と
大
伴
津
を
難
波
津
と
称
し
た
と
い
い
、
昭
和
期
に
入
る
と
、
南

か
ら
住
吉
津
・
大
伴
津
・
渡
辺
津
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
難
波
津
が
本
当
に
総
称
で
あ
っ
た
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
な
ど
と
『
万
葉
集
』
な
ど
の
歌
謡
文
献
と
を
弁
別
し
な
が
ら
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

難
波
津
の
中
心
と
な
る
三
津
（
御
津
）
は
三
津
寺
町
に
あ
っ
た
と
す
る
見
方
が
江
戸
時
代
以
来
定
着
し
て
き
た
が
、
一
九
世
紀
の
交
に

は
御
津
を
大
川
沿
岸
に
求
め
る
説
が
出
現
し
た
。
明
治
期
以
降
も
難
波
津
＝
三
津
寺
町
説
が
多
数
を
占
め
た
が
、
天
坊
幸
彦
・
大
井
重
二

郎
に
よ
っ
て
難
波
津
（
大
伴
の
三
津
）
を
大
川
沿
い
の
渡
辺
地
域
に
比
定
す
る
見
解
が
唱
え
ら
れ
、
こ
れ
が
昭
和
戦
後
期
の
天
坊
・
山
根

徳
太
郎
説
に
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
難
波
津
＝
大
川
沿
岸
説
に
対
し
て
は
、
三
津
寺
町
説
に
立
つ
瀧
川
政
次
郎
が
精
力
的
な
批
判
を
行
っ

て
お
り
、
議
論
の
分
岐
点
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
瀧
川
ら
が
俎
上
に
載
せ
た『
続
日
本
紀
』天
平
勝
宝
五
年
九
月
条
や『
江

家
次
第
』
斎
宮
帰
京
次
第
、
三
所
祓
な
ど
の
記
事
を
丹
念
に
検
証
し
て
ゆ
く
こ
と
が
、
問
題
を
解
決
に
導
く
上
で
不
可
欠
の
作
業
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

難
波
大
郡
・
小
郡
や
難
波
館
な
ど
の
位
置
も
、
難
波
津
の
位
置
と
関
わ
る
重
要
な
論
点
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
大
郡
を
東
生
郡
の

古
称
、
小
郡
を
西
成
郡
の
古
称
と
み
る
説
が
通
説
化
し
て
い
た
の
で
、
難
波
館
を
東
生
郡
内
の
玉
造
周
辺
、
安
国
寺
坂
上
、
真
田
山
近
辺

の
字
唐
居
殿
な
ど
に
求
め
る
見
方
が
定
着
し
、
安
曇
寺
の
位
置
も
安
堂
寺
町
説
が
長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
早
く
『
摂
津
名

所
図
会
大
成
』
や
幸
田
成
友
が
注
目
し
、
戦
後
に
山
根
徳
太
郎
や
瀧
川
政
次
郎
が
そ
れ
を
継
承
し
た
よ
う
に
、「
摂
州
渡
辺
安
曇
寺
」
と

明
記
す
る
安
祥
寺
鐘
銘
の
史
料
的
価
値
は
高
く
、
安
曇
寺
は
大
川
沿
岸
の
渡
辺
地
域
に
存
在
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
安
曇
寺
＝
安

堂
寺
町
説
と
同
様
、
難
波
館
を
安
国
寺
坂
上
や
唐
居
殿
に
求
め
る
説
は
、
何
ら
確
証
を
伴
わ
な
い
地
名
転
訛
説
に
す
ぎ
ず
、
大
郡
＝
東
生

郡
説
、
小
郡
＝
西
成
郡
説
と
同
様
、
根
本
的
に
考
え
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

波
津
は
そ
れ
ら
の
港
津
の
総
称
で
あ
る
。
三
津
寺
の
名
が
島
の
内
に
あ
る
以
上
は
、
そ
の
西
方
に
も
津
が
あ
っ
て
、
そ
れ
も
難
波
の
御
津

と
呼
ば
れ
た
に
相
違
な
い
。
こ
の
船
津
は
堀
江
の
三
津
と
区
別
し
て
大
伴
の
三
津
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
の
大
伴
の
御
津
が
外
国
通
い
の
大

船
の
発
着
所
で
あ
っ
た
。『
江
家
次
第
』
の
三
所
祓
の
う
ち
、
三
津
浜
は
こ
の
大
伴
の
三
津
の
浜
、
三
津
浜
下
方
は
そ
の
南
寄
り
の
南
海

電
車
難
波
駅
付
近
で
あ
ろ
う
。
三
津
浜
下
方
の
禊
は
住
吉
の
禊
に
擬
す
と
あ
る
の
で
、
三
津
浜
は
住
吉
大
社
に
近
い
、
も
し
く
は
住
吉
大

社
に
向
か
う
途
中
の
浜
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
山
根
が
三
津
浜
下
方
を
大
川
河
口
と
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
と
思
う（
三

九
三
〜
三
九
六
頁
）。

　

以
上
の
山
根
・
瀧
川
論
争
は
、
難
波
津
を
大
川
沿
岸
に
求
め
る
か
、
三
津
寺
町
付
近
に
求
め
る
か
の
論
戦
で
あ
る
が
、
山
根
の
指
摘
を

う
け
て
、
安
祥
寺
鐘
銘
の
も
つ
証
拠
力
を
認
識
し
た
瀧
川
に
よ
っ
て
、『
摂
津
志
』
以
来
の
通
説
で
あ
っ
た
安
堂
寺
町
＝
安
曇
寺
説
の
問

題
点
が
明
ら
か
に
な
り
、
新
羅
江
庄
や
安
曇
江
は
大
川
沿
岸
に
比
定
す
べ
き
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
し
た
と
い
え
よ
う
。『
江
家
次
第
』
所
載

の
斎
宮
三
所
祓
の
場
所
に
つ
い
て
、
山
根
は
大
川
に
沿
っ
て
東
西
に
連
な
る
と
考
え
た
が
、
瀧
川
は
三
津
浜
下
方
の
禊
が
住
吉
の
禊
に
擬

す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
三
津
浜
・
三
津
浜
下
方
と
も
安
曇
口
か
ら
住
吉
大
社
に
近
い
か
住
吉
大
社
に
向
か
う
途
中
の
浜
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
し
た
。
三
津
寺
・
御
津
八
幡
宮
の
存
在
と
と
も
に
、
こ
の
斎
王
三
所
祓
の
記
事
を
ど
の
よ
う
に
読
み
解
く
の
か
が
、
難
波
津
の

位
置
を
突
き
止
め
る
上
で
、
大
き
な
カ
ギ
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

小
結

　

古
代
難
波
津
の
位
置
を
め
ぐ
る
研
究
史
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
を
へ
て
、
昭
和
戦
後
期
に
至
る
ま
で

の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
き
た
。
最
後
に
簡
単
な
ま
と
め
を
行
っ
て
お
き
た
い
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
敷
津
・
高
津
・
難
波
津
を
三
津
と
称
す
と
か
、
難
波
津
は
難
波
地
域
の
港
津
の
総
称
で
あ
る
な
ど
と
考
え
ら
れ
て
い
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古
代
難
波
津
の
位
置
に
関
す
る
研
究
は
、
一
九
六
〇
年
に
い
た
る
ま
で
以
上
の
よ
う
な
成
果
と
課
題
を
残
し
、
そ
の
後
の
研
究
に
受
け

継
が
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
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